
正山神明神社 (10月28日)

春
日
神
社
で
行
わ
れ
る
鹿
踊
り
で
は
、
中
野
小
学
校
の
西
本
千
穂
さ
ん

と
山
下
友
美
さ
ん
が

3
年
前
か
ら
猿
と
孤
の
役
を
演
じ
、
岩
谷
の
伝
統
を

守
り
続
け
て
い
ま
す
。
神
明
神
社
で
は
、
今
年
は
雨
の
影
響
も
少
な
く
、

3
年
ぶ
り
に
小
中
学
生
別
人
に
よ
る
牛
鬼

2
体
が
威
勢
よ
く
境
内
か
ら
繰

り
出
し
て
行
き
ま
し
た
。

三
嶋
神
社
で
は
、
昔
は
出
庖
も
並
ぶ
ほ
ど
に
ぎ
や
か
に
行
わ
れ
、

2
体
の

牛
鬼
が
本
気
で
け
ん
か
を
す
る
の
で
危
な
く
て
近
づ
け
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。

今
年
は
雨
の
た
め
、
神
社
の
回
り
を
回
る
だ
け
の
お
祭
り
と
な
り
ま
し
た
。

大省三嶋神社(11月3日)
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町
が
自
治
会
制
度
を
提
案

市
町
村
合
併
を
目
の
前
に
し
た
今
、
自
分
た
ち
で
知
恵
を
出
し
合
い
、
汗

を
流
し
な
が
ら
自
分
た
ち
の
地
域
"
つ
く
り
を
進
め
て
い
く
時
代
で
す
。

そ
の
地
域
の
自
治
組
織
に
つ
い
て
、
範
囲
は
現
在
の
校
区
(
分
館
)
単
位

と
し
、
公
民
館
組
織
と
部
落
長
組
織
を
合
体
さ
せ
た
も
の
で
「

O
O地
区
自

治
会
」
の
設
置
を
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
く
、
各
地
域
で
説
明
会
を
開
催

い
た
し
ま
し
た
。
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岩奇地区 (10月1日)

町
長
あ
い
さ
つ

中央地区 (9月30日)

市
町
村
合
併
は
平
成
作
年
の

1
月
を
目

指
し
て
進
ん
で
い
る
。
合
併
後
、
住
民
サ

ー
ビ
ス
が
低
下
し
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と

が
大
切
で
あ
る
が
、
そ
の
一
つ
の
施
策
と

し
て
、
町
内
各
分
館
単
位
に
自
治
会
を
発

足
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
自

治
会
活
動
の
拠
点
と
な
る
公
民
館
の
改
築

を
順
次
実
施
し
て
い
く
と
と
も
に
、
自
治

会
を
発
足
し
た
と
こ
ろ
か
ら
専
従
職
員
を

配
置
し
、
自
治
会
活
動
の
様
々
な
業
務
を

担
当
さ
せ
た
い
と
も
考
え
て
い
る
。

こ
の
自
治
会
制
度
が
発
足
す
る
こ
と
に

な
る
と
、
今
の
部
落
長
制
度
は
廃
止
す
る

こ
と
を
考
え
て
い
る
。
町
で
毎
月
実
施
し

て
い
る
部
落
長
会
の
代
わ
リ
に
自
治
会
長

会
の
よ
う
な
場
で
伝
達
事
項
等
の
お
知
ら

せ
を
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
後
、
自
治

会
の
中
で
班
長
会
や
専
門
委
員
会
な
ど
を

自
由
に
開
い
て
運
営
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
る
。

合
併
後
、
地
域
づ
く
り
の
組
織
を
こ
う

し
た
い
と
い
つ
で
も
な
か
な
か
難
し
い
も

の
が
あ
る
。
合
併
ま
で
に
形
を
整
え
、
肱

川
町
の
合
併
に
あ
た
っ
て
の
条
件
(
新
市

町
村
建
設
計
画
)
と
し
た
い
。

現
在
、
町
の
職
員
が
地
域
づ
く
り
計
画

策
定
の
た
め
に
、
み
な
さ
ん
か
ら
ご
意
見

を
伺
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
の
自

治
会
制
度
に
つ
い
て
も
今
年
度
中
に
協
議

を
し
て
い
た
だ
き
、
で
き
れ
ば
来
年
の
4

月
1
日
か
ら
ど
の
地
域
も
一
斉
に
ス
タ
ー

ト
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

音山

見
ヲミ?

ぷ一

換

質
問
・
:
自
治
会
ヘ
一
本
化
す
る
こ
と
で
公

民
館
、が
な
く
な
る
、が
、
法
的
に
問
題
は

な
い
か
。

応
答
・
・
・
公
民
館
の
設
置
義
務
は
町
に
あ

る
。
た
だ
上
部
(
国
県
)
と
の
補
助
金

等
の
取
り
扱
い
の
関
係
で
必
要
と
さ
れ

る
名
前
だ
け
は
残
し
て
い
く
よ
う
に
し

た
い

質
問
・
・
・
中
央
は
現
在
A
と
B
に
分
か
れ
て

い
る
が
ど
う
な
る
の
か
。

応
答
・
・
・
地
域
の
話
し
合
い
の
中
で
決
め
て

も
ら
い
た
い
。

質
問
:
・
現
在
の
町
民
運
動
会
の
よ
う
な
こ

と
は
、
合
併
後
ど
う
な
る
の
か
。

応
答
・
:
具
体
的
な
こ
と
は
ま
だ
決
ま
っ
て

い
な
い
、
が
、
町
民
運
動
会
の
よ
う
な
行

事
は
今
後
も
継
続
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。
具
体
的
に
は
今
後
、
協
議

会
の
中
で
検
討
協
議
を
進
め
て
い
く
。

質
問
:
・
自
治
会
運
営
補
助
金
は
、
ど
の
く

ら
い
に
な
る
の
か
。

応
答
・
・
・
今
の
報
酬
や
補
助
金
を
た
た
き
台

と
し
て
算
出
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問
:
・
運
営
補
助
金
の
使
い
道
に
つ
い

て
、
何
ら
か
の
制
限
は
あ
る
の
か
。

応
答
:
・
補
助
金
の
使
い
道
に
つ
い
て
は
で

き
る
だ
け
制
限
を
設
け
な
い
よ
う
に
し

た
い
が
、
飲
食
費
に
多
く
費
や
さ
れ
る

こ
と
は
好
ま
し
く
な
い
。

質
問
:
・
モ
デ
ル
的
に
実
施
し
て
い
る
大
谷

自
治
会
の
状
況
は
ど
う
か
。

応
答
:
・
役
員
総
数
別
人
で
あ
り
、
少
し
多

す
ぎ
る
と
い
う
意
見
は
あ
る
。
ま
た
部

会
を

4
つ
形
成
し
て
い
る
が
、
地
域
振

興
部
会
と
行
政
部
会
を
統
合
し
て
は
ど

う
か
の
意
見
も
あ
る
。

質
問
:
・
そ
れ
ぞ
れ
自
治
会
が
一
度
に
立
ち

上
が
る
の
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

応
答
・
:
何
年
の
4
月
に
一
度
に
ス
タ
ー
ト

で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

質
問
・
・
・
自
治
会
へ
職
員
を
配
置
す
る
の
で

あ
れ
ば
、
補
助
金
は
減
る
の
で
は
な
い

か。



予子林地区 (10月7日)
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大谷地区 (10月15日)正山地区 (10月17日)

応
答
・
・
・
補
助
金
は
減
ら
さ
な
い
方
向
で
考

え
て
い
る
。
地
域
で
で
き
る
こ
と
は
地

域
で
し
て
ほ
し
い
の
で
、
そ
の
た
め
の

補
助
金
は
確
保
し
た
い
。

質
問
・
:
事
務
局
的
な
職
員
を
配
置
す
る
こ

と
に
な
れ
ば
、
住
民
票
等
が
今
の
分
館

で
交
付
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
か
。

応
答
・
:
経
費
、
設
備
等
の
問
題
を
検
討
し

て
お
リ
、
分
館
で
支
付
で
き
る
よ
う
に

し
た
い
。

質
問
・
:
事
務
局
に
、
将
来
は
他
の
市
町
村

の
職
員
、
が
配
置
さ
れ
る
可
能
性
、
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。

応
答
:
・
人
事
の
問
題
は
難
し
い
が
、
合
併

の
条
件
に
弛
元
職
員
の
配
置
を
加
え
て

お
き
た
い
。

質
問
・
・
・
消
防
団
区
域
編
成
は
ど
う
な
る
の

か。

応
答
・
・
・
自
治
会
組
織
の
区
域
単
位
で
編
成

す
る
の
が
望
ま
し
い
。
地
域
づ
く
り
に

は
、
地
域
の
八
王
団
体
が
参
加
す
る
必
要

が
あ
る
。

質
問
・
・
・
口
座
振
替
納
税
の
時
期
は
い
つ
に

な
る
の
か
。

応
答
・
:
具
体
的
な
時
期
は
未
定
で
あ
る

が
、
実
施
す
る
と
な
れ
ば
一
斉
に
切
り

替
え
る
必
要
が
あ
る
。

質
問
・
:
市
町
村
合
併
は
、
財
政
を
含
め
た

合
理
化
で
あ
る
の
に
職
員
を
配
置
し
て

人
件
費
が
増
え
る
こ
と
は
矛
盾
し
て
い

な
い
か
。

応
答
・
:
確
か
に
、
新
た
に
職
員
を
配
置
す

れ
ば
、
人
件
費
は
増
え
る
こ
と
に
な
る

が
、
合
併
後
、
新
た
な
市
に
お
い
て
総

合
的
な
適
正
化
が
進
む
に
つ
れ
て
、
職

員
数
ま
た
人
件
費
の
合
理
化
は
進
ん
で

い
く
と
考
え
る
。
今
の
段
階
で
、
肱
川

町
の
将
来
を
考
え
た
場
合
、
住
民
サ
ー

ビ
ス
を
低
下
さ
せ
な
い
た
め
に
も
自
治

会
ご
と
に
職
員
を
配
置
す
る
よ
う
に
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問
・
・
・
部
落
長
手
当
な
ど
は
ど
う
な
る
の

か。

応
答
・
・
・
今
の
公
民
館
活
動
補
助
金
や
部
落

長
報
酬
は
な
く
し
て
、
自
治
会
へ
の
運

営
活
動
補
助
金
と
し
て
支
出
す
る
こ
と

に
な
る
。
補
助
金
の
算
出
根
拠
と
し
て

地
区
長
(
今
の
部
落
長
)
数
な
ど
は
考

慮
す
る
が
、
手
当
て
の
支
給
は
各
自
治

会
ご
と
に
考
え
て
か
ま
わ
な
い
。

質
問
・
・
今
の
部
落
の
集
会
所
の
建
設
は
ど

う
な
る
の
か
。

応
答
・
・
・
新
た
な
建
設
計
画
は
で
き
な
い
。

質
問
・
:
分
館
の
建
替
え
計
画
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。

応
答
・
:
何
年
度
に
大
谷
、
向
年
度
に
予
子

林
を
計
画
し
て
い
る
。

質
問
・
・
・
社
会
教
育
行
事
の
要
請
は
ど
う
な

る
の
か
。

応
答
・
・
・
今
は
本
館
か
ら
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会
、
ク
ロ
ッ
ケ
|
大
会
な
ど
の
要
請

が
き
て
い
る
が
、
今
後
は
自
治
セ
ン
タ

ー
か
ら
今
ま
で
ど
お
り
要
請
し
て
い
く

も
の
と
考
え
て
い
る
。

質
問
・
・
・
部
落
の
名
称
は
ど
う
な
る
の
か
。

応
答
:
・
部
落
長
制
度
は
な
く
な
り
、
地
域

の
な
か
で
今
の
部
落
単
位
の
組
織
が
必

要
で
あ
れ
ば
残
し
て
い
く
こ
と
に
な

る
。
町
か
ら
は
自
治
会
と
の
み
や
り
取

り
を
し
、
各
自
治
会
の
中
で
活
動
し
や

す
い
組
織
づ
く
り
を
考
え
て
い
た
だ
き

た
し

意
見
・
:
部
落
の
統
廃
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

慣
習
等
が
あ
り
難
し
い
の
で
、
そ
の
ま

ま
班
体
制
に
よ
り
運
営
を
し
て
い
く
方

が
よ
い
。

意
見
・
・
・
モ
デ
ル
の
大
谷
自
治
会
の
活
動
状

況
を
聞
い
て
み
た
い
。

4
ー
パ
斗

f
l

広.〉

3

4

 

ハ
/
」
ハ
ζ

一
一

パ
斗
パ
H

q
u
q
υ
 

31広報ひじかわ 236号

今後、各地域で、地域づくり計画

と自治会組織についての話し合いが

進められていくことになっていま

す。みなさんのご意見をお寄せくだ

さい。
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国民健康保険

簡 易 フk 道

老 人 イ呆 イ建

住宅新築資金等貸付

歌麿館運営

商業集積施設管理

介 護 イ呆 険

介護サービス

(1 )一般会計

前克一一一一里、
員オ 務 省

*;公c.' 務 省

公営企業金融公庫

市町村振興協会

愛媛たいき農協

そ の 他

r::会コ、 計

蔽克一一一一堅
買オ 務 省

I色1'1公b 務 省

a:会コ、 言十

平成13年度の
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平成13年度決算書 平成12年度決算書

歳入 歳 出 歳入 歳出

267，284 246，865 272，649 257，854 

108，018 84，572 95，284 76，877 

483，031 489，484 422，874 409，514 

3，777 3，410 5，383 5，019 

(単位:千円)

比 車交

歳入 歳 出

-5，365 -10，989 

12，734 7，695 

60，157 79，970 

-1，606 -1，609 

54，877 48，959 165，674 112，738 -110，797 -63，779 

1，999 1，898 

166，981 151，144 137，625 122，258 

31，259 27，191 27，199 27，014 

| 町債の状況 ~ 
前年度末現在高

3，640，504，360 

1，263，867，337 

302，701，685 

76，840，000 

304，043，485 

58，419，547 

5，646，376，414 

前年度末現在高

589，903，902 

18，390，259 

608，294，161 

12，843，075 

12，843，075 

年度中借入額

433，600，000 

160，700，000 

594，300，000 

年度中借入額

年度中借入額

年度中償還額

414，865，926 

144，773，338 

11，336，036 

16，710，000 

37，368，523 

15，328，863 

640，382，686 

年度中償還額

16，454，028 

4，327，367 

20，781，395 

年度中償還額

1，756，696 

1，756，696 

1，999 1，898 

29，356 28，886 

4，060 177 I 

(単位:円)

年度末現在高

3，659，238，434 

1，119，093，999 

291，365，649 

60，130，000 

266，674，962 

203，790，684 

5，600，293，728 

年度末現在晶

573，449，874 

14，062，892 

587，512，766 

(単位:円)

年度末現在高

11，086，379 

11，086，379 

嘉城地区道路改良事業……………………………… 411，609千円

道の駅整備事業……………………………………… 207，685千円

商業集積施設整備事業……………………………… 143，135千円

町道奥滝山師走野線改良事業………………………… 86，880千円

町道公園清水橋改良事業……………………………… 48，756千円

歌麿館建設事業……………・・・……………………… 117，272千円

2002.11 14 



(決算)肱川聞の財政状況平成13年度

平成13年度の一般会計歳入総額は3，967，607千円(前年度3，991，118千円)歳出総額は3，730，585千円

(前年度3，728，235千円)となっています。

歳入の面では、依然として地方交付税が全体の47%と高い割合を占めています。

歳出の面では、公債費が811，615千円となっており歳出総額の22%を占めています。

歳出総額 3，730，585千円歳入総額 3，967，607千円

単位 :千円

( ):平成12年度

亡コ平成12年度

・圃 平成13年度

1，867，026 (1，937，673) 

303，869 (362，481) 

594，300 (444，100) 

352，192 (477，076) 

196，679 (199，162) 

262，883 (143，066) 

55，973 (54，469) 

55，496 (46，812) 

圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃・・・・・・・・・・圃・・・・・・圃圃・・・・・・・・・・・・・圃・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・圃圃圃圃圃圃・田園圃圃単I!:-I地方交付税

，6，. 
主出県支

債町

国庫支出金

税田T

Jへ
主越繰

使用料手数料

財産収入

《
一
般
会
計
歳
入
の
状
況
》

279，189 (326，279) イ也のそ

2，500，000 2，000，000 1，500，000 1，000，000 500，000 。

707，960 (861，715) 

305，166 (401，948) 

398，193 (325，684) 

638，154 (471，150) 

412，557 (451，050) 

56，386 (55，938) 

87，689 (81，474) 

費

費

費

衛生費

農林 水産 費

商工費

木費

消防費

教育費

災害復旧費

公債費

会

務

生

号車主

自我

孟公
il¥lt' 

民

土

《
一
般
会
計
歳
出
の
状
況
》
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血-

会長

(大洲市長)桝田

少
子

・
高
齢
化
、
高
度
情
報
化
、
国
際
化

が
急
激
に
進
展
す
る
中
で
様
々
な
分
野
に
お

い
て
改
革
を
進
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お

り
、
特
に
本
格
的
な
地
方
分
権
時
代
の
対
応

と
し
て
、
市
町
村
合
併
が
推
進
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

全
国
各
地
で
市
町
村
合
併
論
議
が
高
ま
り

を
見
せ
る
中
、
大
洲
市
、
長
浜
町
、
肱
川
町
、

河
辺
村
の

4
市
町
村
に
お
い
て
も
基
本
的
な

方
向
性
が
出
揃
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
た
び
、

任
意
の
「
合
併
推
進
協
議
会
」
を
設
立
す
る

運
び
と
な
り
ま
し
た
。
い
よ
い
よ
本
格
的
な

合
併
の
協
議
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
が
、
来
年

1
月
の
法
定
協
議
会
設
立
に
向
け
、

4
市
町

村
の
歴
史
や
背
景
を
尊
重
し
合
い
、
譲
り
合

い
な
が
ら
真
撃
に
議
論
し
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
、
協
議
会
に
お
け
る
協
議
内
容
な
ど
、

合
併
に
関
す
る
情
報
を
積
極
的
に
提
供
し
、

各
市
町
村
の
議
会
を
は
じ
め
、
住
民
の
皆
さ

ん
の
ご
意
向
、
ご
意
見
を
十
分
お
聞
き
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
将
来
、
こ
の
地
域
が
豊
か

で
活
力
の
あ
る
ま
ち
と
な
り
ま
す
よ
う
住
民

の
皆
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
、
一
緒
に
考
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
よ

ろ
し
く
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
同
年

2
月
お
日
に
愛
媛
県
が

策
定
し
た
「
愛
媛
県
市
町
村
合
併
推

進
要
綱
」
で
合
併
の
基
本
パ
タ
ー
ン

が
一
ホ
さ
れ
た
の
に
伴
い
、
同
年

6
月

什
目
、
「
大
洲
市
・
喜
多
郡
市
町
村
合

併
検
討
部
会
」
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

〈王

5
回
の
会
議
で
協
議
・
調
整
が
行

わ
れ
、
大
洲
市
・
喜
多
郡
の
合
併
協

議
の
指
針
と
な
る
「
大
洲
市
・
喜
多

郡
市
町
村
合
併
検
討
部
会
調
査
研
究
報
告

書
」
が
作
成
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
各
市
町
村
で
の
合
併
の
必

要
性
や
、
合
併
の
相
手
先
を
問
う
住
民
ア
ン

ケ
ー
ト
、
住
民
説
明
会
、
住
民
懇
談
会
な
ど

が
実
施
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
に
お
い

て
合
併
の
枠
組
み
が
検
討
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
凶
年
6
月
、
内
子
町
、
五
十
崎
町
は
、

県
が
示
し
た
基
本
パ
タ
ー
ン
の
大
洲
市
・
喜

多
郡
の
枠
組
み
で
は
な
く
、
顔
の
見
え
る
範

囲
で
の

2
町
に
よ
る
合
併
を
表
明
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
内
子
町
、
五
十
崎
町
に

門
戸
を
開
い
た
ま
ま
、
大
洲
市
、
長
浜
町
、

肱
川
町
、
河
辺
村
の

4
市
町
村
に
よ
る
具
体

的
な
合
併
協
議
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、

4
市
町
村
に
お
い
て
市
町
村
合

併
に
関
す
る
基
本
的
な
方
向
性
が
出
揃
っ
た

こ
と
か
ら
、

9
月
2
日、

4
市
町
村
の
首
長
、

助
役
、
合
併
担
当
部
課
長
等
で
組
織
す
る

「
大
洲
喜
多
合
併
協
議
会
(
任
意
)
設
立
準

備
会
」
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
準
備
会
に
お
い
て
、
合
併
協
議
会
設

立
に
対
す
る
意
思
が
明
確
化
し
、
基
本
的
な

事
項
に
つ
い
て
実
務
レ
ベ
ル
で
の
調
整
が
完

了
し
た
こ
と
か
ら
、

ω月
什
日
「
大
洲
喜
多

合
併
推
進
協
議
会
」
を
設
立
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

第

1
回
合
併
推
進
協
議
会
報
告

日
月
日
日
、
大
洲
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、
第
1
回
大
洲
喜
多
合
併
推
進
協
議
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
大
洲
喜
多
合
併
協
議
会
(
任
意
)

設
立
準
備
会
会
長
の
桝
田
大
洲
市
長
、
愛
媛
県

八
幡
浜
地
方
局
の
和
気
局
長
か
ら
あ
い
さ
つ
が

あ
り
、
合
併
推
進
協
議
会
委
員
の
紹
介
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
続
い
て
、
大
洲
市
長
が
仮
議
長
に

選
出
さ
れ
、
議
事
録
署
名
人
に
、
長
岡
委
員

(
河
辺
村
)
と
神
井
委
員
(
肱
川
町
)
の

2
名

が
指
名
さ
れ
、
合
併
推
進
協
議
会
の
設
立
に
つ

い
て
確
認
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

議
案
審
議
で
は
、
協
議
会
規
約
、
役
員
の
選

出
、
事
業
計
画
、
推
進
協
議
会
の
予
算
、
会
議

運
営
規
程
等
が
提
案
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
の
事
項
で
は
、
合
併
重
点
支
援
地
域

の
早
期
指
定
に
関
す
る
要
望
書
(
案
)
が
原
案

の
と
お
り
承
認
さ
れ
、
会
場
の
持
回
り
に
つ
い

て
は
、
任
意
協
議
会
は
大
洲
市
で
開
催
し
、
法

定
協
議
会
は

4
市
町
村
の
会
場
を
持
回
り
で
開

催
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

2002.11 
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O
最
近
の
市
町
村
合
併
を
め
ぐ
る
動
向
に
つ
い
て

国
・
県
の
法
定
協
議
会
の
設
置
状
況
や
4

市
町
村
に
お
け
る
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

に
つ
い
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

0
4
市
町
村
の
行
政
比
較
に
つ
い
て

4
市
町
村
の
人
口
・
面
積
や
首
長
の
任

期
、
議
員
定
数
と
任
期
、
平
成
日
年
度
の
財

政
状
況
な
ど
に
つ
い
て
比
較
表
に
よ
り
報
告



さ
れ
ま
し
た
。

O
合
併
特
例
法
等
に
よ
る
特
例
措
置
の
概
要
に

つ
い
て

4
市
町
村
で
合
併
し
た
場
合
の
合
併
特
例

債
、
普
通
交
付
税
・
特
別
交
付
税
、
国
・
県

補
助
金
に
つ
い
て
の
財
政
支
援
に
つ
い
て
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

協

議

事

I頁

O
第

1
号
議
案
大
洲
喜
多
合
併
推
進
協
議
会

規
約
に
つ
い
て

-
協
議
会
の
協
議
事
項
は
、
法
定
の
協
議
会
の

設
立
、
合
併
に
関
す
る
基
本
調
査
、
そ
の
他
合

併
に
関
す
る
必
要
な
事
項
で
あ
る
こ
と
。

-
協
議
会
の
委
員
は
、
大
洲
市
、
長
浜
町
、
肱

川
町
、
河
辺
村
の
首
長
等
、
議
会
の
代
表
、
八

幡
浜
地
方
局
長
の
口
人
で
構
成
さ
れ
る
こ
と

0

.
協
議
会
の
運
営
に
要
す
る
費
用
は
、

4
市
町

村
が
負
担
し
、
全
体
額
の

3
分
の

l
を
均
等
割
、

残
り
の

3
分
の

2
を
人
口
割
と
す
る
こ
と
。

O
第

2
号
議
案
役
員
の
選
出
に
つ
い
て

役
員
と
し
て
委
員
の
互
選
に
よ
り
、
会
長

に
桝
田
大
洲
市
長
、
副
会
長
に
西
団
長
浜
町

長
、
久
保
田
肱
川
町
長
、
稲
田
河
辺
村
長
が
、

監
事
に
土
口
岡
大
洲
市
議
会
議
長
、
東
長
浜
町

議
会
議
長
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

O
第

3
号
議
案
平
成
昨
年
度
事
業
計
画
(
案
)

に
つ
い
て

次
の
と
お
り
、
原
案
の
と
お
り
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

【平
成
同
年
度
事
業
計
画
】

-
推
進
協
議
会
、
幹
事
会
、
専
門
部
会
長

・
分

科
会
長
合
同
会
の
開
催

-
事
務
事
業
現
況
調
査
の
実
施

区 分 職名 氏 名

会長 大洲市長 桝田興 一

長浜町長 西田洋一

副会長 肱川町長 久保田仁之

河辺村長 稲田秀一

大洲市(監事) 舌岡昇平

議会議長
長浜町(監事) 東 信利

肱川町 渡遷弘 務

河辺村 本山清明

大洲市 大森隆 雄
委

議会特別 長浜町 岡 孝志

委員長 肱川町 神井恵一郎

河辺村 長岡吉男

貝 大洲市 松井 健

助 役
長浜町 丸山喜一

肱川町 宮田 ニ与:c:.三

河辺村 河野英昌

八幡浜地方局長 和気政 次

.4
市
町
村
広
報
紙
へ
の
合
併
協
議
会
だ
よ
り

コ
ー
ナ
ー
開
設

-
先
進
地
視
察
研
修
の
実
施

-
法
定
協
議
会
設
置
に
関
す
る
諸
準
備

O
第

4
号
議
案
平
成
叫
年
度
合
併
推
進
協
議

会
歳
入
歳
出
予
算
(
案
)
に
つ
い
て

平
成

U
年
度
合
併
推
進
協
議
会
歳
入
歳
出

予
算
そ
れ
ぞ
れ

4
7
0
万
円
が
原
案
の
と
お

り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

[主な歳入予算】

大洲市 2，705，485円

負担金
長浜町 942，529円

肱川町 582，423円

河辺村 466，563円

雑 入 3，000円

{主な歳出予算]

会議費 360，000円

事 務費 2，926，000円

事業推進費 1，150，000円

予 備 費 264，000円 大洲喜多合併推進協議会委員

O
第

5
号
議
案
合
併
推
進
協
議
会
の
規
程

等
の
制
定
に
つ
い
て

会
議
運
営
規
程
、
幹
事
会
規
程
、
専
門

部
会
規
程
、
事
務
局
規
程
、
財
務
規
程
、

会
議
の
傍
聴
に
関
す
る
要
綱
、
調
査
・
計

画
等
業
務
委
託
業
者
選
定
委
員
会
設
置
要

綱
に
つ
い
て
原
案
の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

O
第

6
号
議
案
法
定
の
合
併
協
議
会
の
設

立
に
つ
い
て

〈
法
定
協
議
会
の
申
し
合
わ
せ
事
項
〉

-
協
議
会
の
名
称
は
、
「
大
洲
喜
多
合
併
協

議
会
」
で
調
整
す
る
こ
と
。

-
協
議
会
は
、
平
成
日
年

1
月
の
設
立
を
目

指
し
、
同
年

1
月

8
日
に
第

1
回
協
議
会
を

開
催
で
き
る
よ
う
に
調
整
す
る
こ
と
。

-
合
併
の
方
式
は
、
新
設
合
併
(
対
等
合
併
)

を
基
本
に
協
議
・
調
整
す
る
こ
と
。

合併に関するご意見・ご質問がありましたら、

合併推進協議会事務局までご連絡ください。

大洲喜多合併推進協議会事務局

干795-0012 大洲市大効1¥1891番地の1大洲市民会館3階
TEL 0893-23-0234 FAX 0893-23-0233 
E-Mail ozukita@cnw.ne.jp 

ご意見・ご質問をお聞かせください!!

71大洲喜多合併推進協議会だより



期
間
中
は
、
愛
媛
社
会
保

険
事
務
局

・
社
会
保
険
事
務

所
・
市
町
村
が
一
体
と
な
っ

て
住
民
の
皆
様
に
国
民
年
金

制
度
に
対
す
る
理
解
を
一
層

深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
県

下
各
地
で
広
報
活
動
を
展
開

し
ま
す
。

人
生
紛
年
時
代
を
迎
え
、

人
口
の
高
齢
化
が
加
速
を
続

け
る
現
在
、
若
い
世
代
か
ら

公
的
年
金
に
加
入
し
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
は
安
心
し
て

第
二
の
人
生
を
過
ご
す
た

め
、
ま
た
充
実
し
た
老
後
を

送
る
た
め
の
所
得
保
障
と
し

て
の
公
的
年
金
制
度
に
対
す

る
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

厚
生
労
働
省
の

「平
成
ロ

年
国
民
生
活
基
礎
調
査
」
に

よ
れ
ば
、
白
歳
以
上
の
人
の

い
る
世
帯
の
う
ち
公
的
年

金
・
思
給
を
受
給
し
て
い
る

世
帯
の
割
合
は
%
・

6
%
に

達
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
高
齢
者
世
帯

(
男
日
歳
以
上
の
み
で
構
成

す
る
か
、
ま
た
は
こ
れ
ら
に

凶
歳
未
満
の
未
婚
の
人
が
加

わ
っ
た
世
帯
)
の
う
ち
、
公

的
年
金

・
思
給
が
総
所
得
の

1
0
0
%
で
あ
る
世
帯
の
割

合
は
臼

・
4
%
と
な
っ
て
お

り
、
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
公

的
年
金
は
老
後
生
活
を
支
え

る
柱
と
し
て
の
役
割
を
果
た

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。こ

の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、

「国
民
年
金
制
度
推
進
月
間
」

で
は
公
的
年
金
の
基
盤
と
な

っ
て
い
る
国
民
年
金
の
仕
組

み
ゃ
内
容
を
正
し
く
理
解
し

て
い
た
だ
き
、
老
後
の
所
得

保
障
だ
け
で
な
く
、
障
害
ま

た
は
死
亡
に
よ
り
所
得
の
損

失
の
あ
っ
た
若
年
層

・
中
高

年
層
に
対
し
て
も
年
金
を
支

給
し
て
安
定
し
た
生
活
を
維

持
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
広

報
活
動
を
実
施
す
る
も
の
で

す
。月

間
中
に
街
角
で
「
国
民

年
金
」
の
文
字
を
見
か
け
た

ら
、
ご
家
族

・
友
達
同
士
で

国
民
年
金
に
つ
い
て
考
え
て

み
て
く
だ
さ
い
。

高齢者世帯における公的年金 ・恩給の
総所得に占める割合別世帯数の構成割合

図2公的年金を受給している世帯図 1

20%未満の世帯

3.9% 

60---80% 
未満の世帯

公的年金 ・恩給の
総所得に占める割

合が100%の世帯

61.4% 

公的年金を受給している世帯

1，511.4万世帯

96.6% 

2002.11 

資料:図 1・2のいず、れも厚生労働省「平成12年国民生活基礎調査の概況J



パマトボトルと白色トレイ老Elsi .. 1!盟霊園

収集

平
成
百
年

4
月
か
ら
、
燃

え
る
ゴ
ミ
の
分
別
収
集
が
始

ま
り
ま
す
。

現
在
、
燃
え
る
ゴ
ミ
と
し

て
出
し
て
い
る
ペ

ッ
ト
ボ
ト

ル
と
白
色
ト
レ
イ
は
、
別
の

日
に
分
別
し
て
収
集
す
る
予

定
で
す
。

収
集
場
所
、
収
集
日
、
出

し
方
等
、
詳
し
い
こ
と
が
決

ま
り
次
第
、
部
落
長
会
、
広

報
、
町
内
放
送
等
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

限
り
あ
る
資
源
と
環
境
を

守
る
た
め
、
来
年

4
月
か
ら

の
ゴ
ミ
の
分
別
収
集
に
ご
協

力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

^ 乙1ム

A 
乙主主

企発泡スチロールの

リサイクルマー ク

4
 .
.
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q
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『q
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犬を飽っている方はマナーを守って!

〈問い合わせ先〉窓口課環境衛生係

飼えなくな3たネコを
12眉から新たに
引き取ります

飼
い
主
の
み
忽
さ
ん
、

マ
ナ
l
以
守
っ
て
い
ま
す
か
?

飼
い
犬
に
よ
る
事
故
防
止
の
た
め

に
も
次
の
「
三
な
い
運
動
」
を
実
施

し
ま
し
ょ
う
。

。
犬
は
放
さ
な
い
!

・
か
み
つ
き
事
故
の
多
く
は
飼
い
犬

の
放
し
飼
い
、が
原
因
で
す
。

・
家
で
は
つ
な
い
で
飼
い
ま
し
ょ

」つ
。

散
歩
の
と
き

は
「
安
全
第

一
」
に
鎖
や

首
輪
を
よ
く

確

認

し

て

、

ミ

離
れ
な
い
よ

め

う
に
し
ま
し

ょ~つ
。

O
犬
は
播
て
な
い
!

捨
て
犬
は
野
犬
の
も
と
で
す
。

・
愛
情
と
責
任
を
も
っ
て
家
族
の
一

員
と
し
て
終
生
か
わ
い
が
り
ま
し

ょ~つ
。

・
や
む
を
得
、す
、
飼
い
続
け
ら
れ
な

く
な
っ
た
と
き
は
、
新
し
い
飼
い

主
を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。

・
不
当
な
小
犬
、が
生
ま
れ
な
い
よ

う
、
不
妊
・
去
勢
手
術
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

O
他
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
!

・
飼
い
犬
の
し
つ
け
は
飼
い
主
の
責

任
で
す
。

て

・
道
路
や
公
園
は
犬

の
排
便
場
所
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

・
散
歩
の
と
き
の
フ

ン
は
、
必
ず
持
ち

帰
り
ま
し
ょ
う
。

m
M
月
か
ら
、
家
で
飼
え
な
く
な
っ
た
ネ
コ
を
引

き
取
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

引
取
日
は
、
毎
月
第

1

第

3
火
曜
日
で
、
こ

の
日
以
外
は
引
き
取
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
飼
え
な
く
な
っ
た
犬
な
ど
の
引
き
取
り

は
、
今
ま
で
ど
お
り
行
い
ま
す
。

野
犬
な
ど
を
捕
獲
さ
れ
た
と
き
は
、
役
場
窓
口

課
ヘ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

《
ネ
コ
の
引
取
日
》

91広報ひじかわ 236号
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風
の
博
物
館
で
い
山
月
凶

日
、
遺
族
・
来
賓
等

1
4

4
人
が
参
列
し
て
、
肱
川

町
戦
没
者
追
悼
式
が
厳
粛

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
追
悼
式
は
、
明
治

以
降
の
幾
度
か
の
戦
争
に

お
い
て
殉
じ
ら
れ
た

3
0

5
柱
の
御
霊
の
ご
冥
福
を

祈
る
と
と
も
に
、
肉
親
を

亡
く
さ
れ
た
ご
遺
族
の
悲

し
み
と
苦
難
を
お
慰
め
す

厳粛に戦没者追悼式

る
た
め
、

2
年
ご
と
に
行

っ
て
い
る
も
の
で
す
。

式
場
は
、
杉
の
葉
の
香

り
と
祭
壇
一
面
に
飾
ら
れ

た
菊
の
花
の
香
り
に
満
た

さ
れ
、
そ
の
中
で
全
員
の

黙
と
う
が
さ
さ
げ
ら
れ
た

あ
と
、
久
保
田
町
長
の
式

辞
、
追
悼
の
辞
、
参
列
者

に
よ
る
献
花
が
し
め
や
か

に
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

式辞を述べる久保田町長

eo 防犯対策副i鱒
と

110雷教室

肱
川
の
四
季
写
真
展

ひ
じ
か
わ
写
友
会
の
協
力
に
よ
り
「
肱
川
の
四
季
写

真
展
」
が
日
月

5
日
か
ら
紅
白
に
か
け
て
風
の
博
物
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
桜
、
紅
葉
、
雲
海
な
ど
肱
川
町
の
四
季

折
々
の
自
然
を
切
り
取
っ
た
写
真
約
印
枚
が
展
示
さ
れ
、

普
段
何
気
な
く
見
過
ご
し
て
し
ま
う
自
然
の
美
し
さ
を
再

認
識
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
日
も
宇
和
町
か
ら
訪
れ
た
家
族
連
れ
が
、
肱
川
町

の
四
季
の
風
景
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

」 -dJ-ll

大洲警察署の指導により、学校に不審者が侵入してき

たときの対応の仕方や110番のかけ方の練習が10月31日、

正山小学校で行われました。

この日、警察官らが不審者と教師役に分かれ模範演技

が行われた後、実際に不審者が侵入したとの想定で、先

生方や児童が当事者になり対応や避難の仕方を学びまし

た。

110番教室では、学校に不審者が侵入した場合などに

110番してからの応答の仕方や110番にかけると松山の警

察本部につながるので住所を正確に言うことなどを教わ

りました。

あってはならないことですが、万一の場合には、この

日の訓練を生かして全員が落ち着いて行動してほしいも

のです。

体育館の闘に避難した児童110番通報の電話をかける児童



金
刀
比
羅
神
社
は
、
大
谷
地
区

の
ほ
ぼ
中
央
の
広
常
地
区
に
位
置

し
、
毎
年
、
春
、
夏
、
秋
の

3
回

お
伊
勢
踊
り
が
奉
納
さ
れ
、
日
月

3
日
の
大
谷
地
方
祭
の
日
は
御
輿

と
子
供
牛
鬼
の
宮
出
し
が
行
わ
れ

ま
す
。

こ
の
ほ
ど
屋
根
の
改
修
を
行

い
、
日
月
初
日
に
落
成
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
午
後

1
時

か
ら
地
元
小
学
生
に
よ
る
奉
納
相

撲
が
行
わ
れ
、
地
区
の
方
々
か
ら

盛
ん
な
声
援
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
地
区
の
皆
さ
ん

に
よ
っ
て
古
き
良
き
行
事
が
受
け

継
が
れ
て
い
く
こ
と
と
思
い
ま

す。

喝

第
初
回
肱
川
町
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
運
動
会
が

ω月
ω日、

農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
で
行
わ
れ
、
合
わ
せ
て
平
成

U
年
度
の
健
康
優
良
老
人
と
し

て
冨
永
新

一
さ
ん
ほ
か
日
人
の

方
々
ヘ
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
受
賞
さ
れ
た
の
は

次
の
方
々
で
す
。

中
央
老
人
ク
ラ
ブ

富
永
新
一
(
下
鹿
野
川
)

森
岡
マ
チ
エ
(
下
鹿
野
川
)

大
谷
老
人
ク
ラ
ブ

今

宮

忠

雄

(

久

保

)

源
田
ワ
カ
エ
(
影
地
)

小
薮
老
人
ク
ラ
ブ

片
山
ユ
ク
子
(
小
薮
)

藤

井

里

見

(

小

薮

)

予
子
林
老
人
ク
ラ
ブ

森

岡

ミ

ツ

エ

(

柳

)

三
瀬
ハ
ル
子
(
藤
野
原
)

正
山
老
人
ク
ラ
ブ

立

花

愛

子

(

嘉

城

)

上
野
光
孝
(
中
居
谷
)

岩
谷
老
人
ク
ラ
ブ

松
尾
直
生
(
菟
野
尾
)

岩
本
カ
ネ
コ
(
敷
水
)

体
協
だ
よ
り

H

空

手

道

H

糸
東
会
四
国
大
会
地
区
大

会
が
日
月
日
日
、
川
之
江
市

民
体
育
館
で
開
催
さ
れ
、
肱

川
道
場
の
子
ど
も
た
ち
が
前

大
会
以
上
に
す
ば
ら
し
い
成

績
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
空
手
少
年
た
ち
は
、

次
々
と
大
き
な
大
会
を
経
験

し
て
、
心
身
と
も
に
た
く
ま

し
い
精
神
力
を
身
に
つ
け
て

い
る
よ
う
で
す
。

入
賞
を
よ
ろ
こ
ぶ
選
手
た
ち

|
|
形
の
部
|
|

1
位
水
野
泰
輔
(
幼
稚
園
)

2
位

水

野

恭

輔

(
2

年
)

4
位

土

居

恵

一

郎

(

タ

)

3
位

三

瀬

拓

也

(

タ

)

1
位

西

森

祐

介

(
3

年
)

1
位

三

瀬

裕

貴

(
4

年
)

3
位

栗

田

秀

哉

(

タ

)

1
位

中

田

雅

也

(
6

年
)

2
位

大

野

倖

希

(

タ

)

3
位

西

森

辰

伍

(

タ

)

小
学
5
・
6
年
女
子

西

森

千

絵

中
学
生
女
子紺

屋
沙
也
乃

ー
ーー
組
手
の
部
1

1

1

ー

位

水

野

恭

輔

(
2

年
)

3
位

土

居

恵

一

郎

(

タ

)

2
位

谷

岡

佑

亮

(

タ

)

1
位

西

森

祐

介

(
3

年
)

3
位

三

瀬

裕

貴

(
4

年
)

1
位

栗

田

秀

哉

(

タ

)

1
位

中

田

雅

也

(
6

年
)

3
位

大

野

倖

希

(

。

)

2
位

西

森

辰

伍

(

。

)

中
学
生
女
子紺

屋
沙
也
乃

3 
位

2 
位

2 
位
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えみ ゆ~

道の駅清流の里ひじかわ、商業組合意水遊
オープン1周年記念イベントのご案内

[B 8剖平成14年12月7B(土)---8B (日)午前8碍~午後6時雨天決 行

【場所】清流の里ひじかわ、恵水遊

『道の駅』清流の里ひじかわ-恵水遊のオープン1周年を記念して、下記のとおり記念イベ

ン卜を実施いたします。この1年のご愛顧に感謝し、謝恩福引セ-)レや餅まき、「恵水遊」の

各庖舗による感謝セール、野菜出荷組合による野菜のサービス等を行います。

ご近所お誘い合わせの上、ぜひご来場下さい。

-・・回司・Eヨ・・Eヨ・・・圃岡・・・圃吉田園

.500円お買い上げごとに補助券を発行

福引セール 午前8時~午後6時 し、補助券2枚で1回抽選

-空くじ無し

野菜サービス 開居時間中
-野菜販売所において 1，000円以上お貫

いよげの方に、ユズ、キウイ等を進呈

12月7日 (土) 餅っき実演販売 午前10時~ -餅つきの実演-販売

新米試食会 午前10時~ 新米おにぎりの無料試食

銀杏のつかみ取り 午前11時~ . 1人 1回現品限り、無料

正山太鼓 午後1時30分~ 正山小学校児童による太鼓の演奏

舞踊 午後2時~ -愛好者による舞踊

餅まき 午後2時30分~

甘酒無料試飲 午前10時~
-手作り甘酒の無料試飲

12月8日 (日) 現品限り

コンニャク販売 午前10時~ -手作りコンニャクの販売

※ 「恵水遊」の各庖舗では、それぞれ記念感謝セールが行われます。

. 噌 .
求職者の皆さんへ

からのお知らせ I I 大洲・喜多地厳

少年相談電話(ヤングテレホン)
の電話番号を愛更しました

大別|警察署では、新庁舎移転にともない、
少年相談電話(ヤングテレホン)の電話番
号が

0893-23-4976から

0893-25-4976に変更

になっております。
いじめ、子供のしつけ、非行問題、少年

に関する問題で悩んでいる方は、お気軽に
ご相談ください。
. 相談電話は24日守閏受付けています。 .

合間就職面接会のご案内

企業と求職者の皆さんが一堂に会して自由に面

接できる合同面接会が開催されます。お気軽にご

参加下さい。

記

日時平成14年12月11日(水)午後2時-4時

場所大洲市総合福祉センター 4F大ホール

対象者働く意欲のある方なら、どなたでも

[持参するもの] 履歴書・筆記用具

く問い合わせ先〉

大洲商工会議所公 (0893)24-4111 



窓、力

δω
地
蔵

瓜
畦
団
地
か
ら
正
山
小
学

校
に
向
か
っ
て
約

1
0
0
m

の
と
こ
ろ
に
な
か
よ
し
地
蔵

が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
そ

の
お
地
蔵
様
と
並
ん
で
あ
る

の
が
な
か
よ
し
地
蔵
俳
句
・

川
柳
板
で
す
。

こ
こ
に
は
、
季
節
の
俳
句

や
川
柳
を
書
い
た
色
紙
や
短

冊
を
誰
で
も
'
自
由
に
掛
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
主
に
安

川
武
志
さ
ん
(
山
槌
)
が
掛
け

替
え
を
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

遠
慮
は
い
り
ま
せ
ん
の
で
、

お
手
持
ち
の
色
紙
な
ど
ご
自

由
に
お
掛
け
く
、
だ
さ
い
。

今:
月;

の ;

板:
書;

掲
示
板

• 
7 7月はゆとり創造月間です

• 

仕事と余暇のバランスを上手に取って

トゲのない毎日を送りましょう。

• 
石
油
ス
ト
ー
ブ
の

取
扱
い
に
つ
い
て

寒
く
な
る
と
、
石
油
ス
ト

ー
ブ
や
こ
た
つ
な
ど
の
暖
房

器
具
が
恋
し
く
な
り
ま
す
。

こ
た
つ
や
ス
ト
ー
ブ
な
ど
を

使
い
始
め
る
と
、
と
か
く
部

屋
が
狭
く
な
り
ま
す
。
た
だ

で
さ
え
、
狭
く
燃
え
や
す
い

日
本
の
家
で
す
か
ら
、
火
の

取
り
扱
い
、
特
に
、
石
油
ス

ト
ー
ブ
の
取
り
扱
い
に
は
、

く
れ
ぐ
れ
も
注
意
が
必
要
で

す。

• 
ストーブのススで、まつくろけ!?

火
、
が
つ
き
に
く

か
っ
た
り
、
へ
ん

な
臭
い
が
し
た
り
、

少
し
で
も
異
常
が

あ
っ
た
ら
、
使
わ

ず
お
屈
に
相
談
を

し
ま
し
ょ
う
。

川上支署

家
庭
で
使
っ
て
い
る
暖
房

器
具
の
中
で
は
、
石
油
ス
ト

ー
ブ
が
火
災
原
因
の
ト
ッ
プ

で
す
。
石
油
ス
ト
ー
ブ
に
よ

る
建
物
火
災
の
主
な
経
過
を

み
る
と
、
カ
ー
テ
ン
な
ど
の

接
触
、
洗
濯
物
な
ど
の
落
下
、

使
用
方
法
の
誤
り
、
消
し
忘

れ
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

火
災
を
起
こ
さ
な
い
た
め

に
、
次
の
点
に
注
意
し
ま
し

ょ
w

つ
。

①
使
用
す
る
前
に
、
必
ず

点
検
整
備
を
す
る
。

②
カ
ー
テ
ン
な
ど
の
燃
え

や
す
い
も
の
の
近
く
で
は

使
わ
な
い
。

③
火
を
つ
け
た
ま
ま
の
給

油
、
持
ち
運
び
は
し
な
い
。

④
ス
ト
ー
ブ
の
上
に
洗
濯

物
を
干
さ
な
い
。

⑤
外
出
す
る
と
き
や
寝
る

と
き
は
、
完
全
に
消
火
す

る
。
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朝になると大好きなタオル

を引き摺りながら、「おはよ，，-，J
と誰よりも早<起きてくる雪

乃です。保育所では、苦手だ

った物も、食べれるようにな

りました。

げんだ ゆきの

源田 雪乃ちゃん

(影 地)

父政幸さん・母ゆかりさん
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カ
ル
シ
ウ
ム
不
足
は

い
ら
い
ら
に
な
り
や
す
い

①

た
ん
ぱ
く
質

た
ん
ぱ
く
質
は
、
私
た
ち

の
筋
肉
や
器
官
を
つ
く
る
の

に
大
変
役
立
ち
ま
す
が
、
牛

乳
中
の
た
ん
ぱ
く
質
に
は
、

カ
ゼ
イ
ン
と
乳
清
た
ん
ぱ
く

賃
と
い
う
成
分
が
あ
り
ま
す
。

牛
乳
に
含
ま
れ
る
た
ん
ぱ

く
質
の
ア
ミ
ノ
酸
組
成
は
非

常
に
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
い

て
、
い
ろ
い
ろ
な
ア
ミ
ノ
酸

が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、
私
達
の
脳
の
働
き
を
助

け
る
、
ト
リ
プ
卜
フ
ァ
ン
等

の
ア
ミ
ノ
酸
の
他
、
血
圧
の

調
節
や
、
鉄
の
吸
収
の
促
進
、

情
緒
不
安
定
の
解
消
に
役
立

つ
ア
ミ
ノ
酸
も
含
ま
れ
て
い

ま
す
。

②

カ
ル
シ
ウ
ム

カ
ル
シ
ウ
ム
は
、
骨
格
を

形
成
す
る
た
め
に
非
常
に
重

要
な
働
き
を
し
ま
す
。

牛
乳
は
た
く
さ
ん
の
カ
ル

シ
ウ
ム
を
含
み
、
し
か
も
体

に
吸
収
さ
れ
や
す
い
た
め
、

カ
ル
シ
ウ
ム
の
補
給
に
す
ぐ

れ
た
食
品
で
す
。

日
本
人
は
カ
ル
シ
ウ
ム
が

不
足
し
て
い
る

日
本
人
に
必
要
な

1
日
の

カ
ル
シ
ウ
ム
は
約

6
0
0
問

と
さ
れ
、
こ
れ
は
牛
乳

3
本

分
に
相
当
し
ま
す
。

し
か
し
統
計
で
は
、
平
均

5
5
0
間
程
度
し
か
と
れ
て

い
な
い
の
で
日
本
人
は
カ
ル

シ
ウ
ム
不
定
で
す
。

カ
ル
シ
ウ
ム
が
不
足
す
る

と
起
こ
り
ゃ
す
い
病
気
の
ひ

と
つ
に
、
骨
粗
野
松
症
が
あ
り

ま
す
。

ま
た

、
カ
ル
シ
ウ
ム
は

、

神
経
一
糸
の
働
き
に
も
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

カ
ル
シ
ウ
ム
が
不
足
す
る
と

神
経
系
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ

ま
す
。
そ
の
た
め
、
例
え
ば

脳
の
働
き
が
低
下
す
る
、
思

考
力
が
低
下
す
る
、
思
考
力

が
鈍
る
、
憂
う
つ
に
な
る

、

時
に
は
イ
ラ
イ
ラ
す
る
と
い

っ
た
事
も
起
こ
り
ま
す
。

牛
乳
は
薬
と
は
遣
い
ま
す

か
ら
、
す
ぐ
効
果
が
表
れ
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

長
期
間
継
続
し
て
飲
む
こ

と
に
よ
っ
て
効
果
が
期
待
で

き
ま
す
。

パ
斗

細
目
・
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a
E
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林

組

合

だ

よ

しいたけを取り巻く情勢

平成14年産春子の作柄

全国=前年比78%の3，200t 

7月末輸出入(累計)

乾輸入-5，454t (前年比=91%) 980円/kg

生輸入-14，116t(前年比=72%) 266円/kg

乾輸出 73t(前年比=120%)2，599円/kg

下級品の価格が上昇した。

13年8月29日入札平均単価=2，850円

14年8月28日入札平均単価=3，894円

※ 中上級品は毎年高値で安定している。

情勢変化(価格回復)の原因

ア 春子の全国的な不作

イ ]AS法の改正で表示義務違反者に罰則強化

ウ 輸入野菜の残留農薬問題の表面化

「食の安全性Jに対する消費者の認識

業務用(給食関係)の需要増

中国の作柄不況

や
る
気
集
団
全
体

会
議
開
催
さ
れ
る

風
の
博
物
館
で
日
月
刊

日
、
県
内
各
地
か
ら
原
木
し

い
た
け
栽
培
の
や
る
気
集
団

会
員
が
集
ま
り
、
市
況
動

向
・
体
験
発
表
・
栽
培
管
理

技
術
・
講
演
(
椎
茸
を
取
り

巻
く
情
勢
変
化
と
今
後
の
対

応
)
の
内
容
で
研
修
会
が
行

わ
れ
た
。(不作)

ア

イ

ウ

しいたけ菌等価格表 (税込)
コ マ 1袋 2，730円

菌 オ ガ 1本 1，280円

興 成型 2枚 2，400円
. キリ先 1本 480円

コ マ 1袋 2，780円

森
オ ガ 1本 1，050円
成型 2枚 2，600円

.キリ先 1本 560円
コ二

2 

准正 組
組組合
A A g 
ロロ F弓

員員数

8 8 
25 7  
808  
名名名

お求めは森林組合ヘオ

椎茸生産はクヌギ林造成から!

乾椎茸市況(松山椎茸市場)平成14年10月加市

市売総数…… 940ケース 17，950kg 

平均単価…… 3，902円

銘柄 価 格 銘柄 価 格

大 厚 3，500-5，000 どん乙大 5，000-6，000 

中 厚 3，800-5，000 どんこ中 4，800-6，000 

厚 3，800-4，800 どんこ小 4，000-5，000 

大ウス 3，500-5，500 大パレ 3，000-4，000 

中ウス 4，000-5，500 中 パ レ 3，200-4，000 

小ウス 3，600-5，000 小パレ 3，000-3，800 

概況 本年度春子最終市は、低品質の椎茸が多く全般

に並~下物中心の市売りとなったため平均単価

を下げたが、相場はほぼ保合で推移した。依然

として下物、どんこ系は強い。秋子は早めの出

荷をお願いします。

優良材生産は直材づくりから!

県森連市況(大洲木市)平成14年間26日市

同て
桧

長さ
直 曲り 直 曲 り

14-16 11，700 8，600 23，200 19，900 

4m 18上2番 15，600 11，900 26，000 23，000 

24上2番 16，000 12，200 28，000 25，000 

14-16 13，600 8，200 24，200 21，700 

3m 18上 13，700 11，200 24，900 22，500 

24上 13，500 10，000 22，300 18，900 

14-16 16，000 14，000 38，800 32，000 
6m 

18上 18，000 14，500 35，200 33，200 

概況製材品の荷動き鈍く当用買い続く、杉材に

ついては保合、桧材は柱-土台弱保合、小

径木松材は強保合で推移する。

15 I森林組合だより



第
位
田
町
民
運
動
会

正
山
分
館
優
勝

第
位
田
町
民
運
動
会
が
日
月

日
日
側
、
肱
川
中
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
当
日
は
、
多
少
雨
に
も
遭

い
ま
し
た
が
、
各
分
館
の
選
手

役
員
や
そ
の
家
族
等
約

1
、
2

[第 3位}

予子林分館

0
0
人
が
集
い
ま
し
た
。
大
谷

分
館
の
樽
川
直
重
さ
ん
(
広
常
)

の
力
強
い
選
手
宣
誓
を
皮
切
り

に
競
技
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

最
初
の
種
目

「団
体
対
抗
リ

レ
l
」
に
は
日
チ

l
ム
の
参
加

町民運動会の結果]{第42回

が
あ
り
、
そ
の
中
か
ら
見
事
栄

冠
を
つ
か
み
取
っ
た
の
は
、
野

球
チ
!
ム
の

「
ア
ウ
ト
ロ

l
ズ」

で
し
た
。
軽
や
か
な
パ
チ
さ
ば

き
が
印
象
的
だ
っ
た
「
た
る
こ

ろ
が
し
」
や
エ
ン
ジ
ン
全
開
の

「
や
さ
し
く
走
ろ
う
」
。
悪
戦
苦

闘
し
た
「
若
さ
で
ア
タ
ッ
ク
」

そ
し
て
中
学
生
が
参
加
し
て
の

「
応
援
合
戦
」
「
大
ム
カ
デ
競
争
」

ま
た
「
走
れ
竹
馬
O
H
!
」

「
玉
入
れ
競
争
」
「
男
子
女
子
の

年
齢
別
リ
レ

l
」
は
迫
力
が
あ

り
ま
し
た
。
大
会
の
結
果
は
標

記
の
と
お
り
で
す
。
今
年
は
、

3
年
ぶ
り
に
正
山
分
館
が
優
勝

し
ま
し
た
。
大
会
役
員
並
び
に

各
分
館
の
選
手
、
役
員
の
皆
さ

ん
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

4点
1点

3位

6位

占
山
占
山

F
h
v
n
/
-

2位

5位
点
点

F
o
q
u
 

1位
4位

※得点

ス
ポ

E

レ
ク
八
幡
浜
地
方
大
会

ハ
O

々
岸
瞳
称
~

「
ク
ロ
ッ
ケ

l』

一位
年
ぶ
仏
)

「
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
男
子
」

県
大
会
出
場

ス
ポ
レ
ク
八
幡
浜
地
方

大
会
が
日
月

6
日
、
東
宇

和
郡
の
各
町
を
会
場
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

雨
の
心
配
も
あ
り
ま
し

た
が
、
な
ん
と
か
延
期
に

な
ら
ず
に
大
会
が
運
営
さ

れ
ま
し
た
。

今
年
は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

男
子
と
ク
ロ
ッ
ケ

l
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
が
参
加

し
ま
し
た
。
バ

ド
ミ
ン
ト

ン
で
は
熱
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
、
接
戦
を
制
し
見
事

優
勝
し
ま
し
た
。
ま
た
ク

ロ
ッ
ケ
ー
で
は
、
一
般
の

部
が
第
3
位
、
シ
ニ
ア
の

部
は
第

2
位
の
成
績
を
残

し
、
そ
れ
ぞ
れ
県
大
会
に

出
場
す
る
資
格
を
得
ま
し

た
。
出
場
さ
れ
た
選
手
の

皆
さ
ん
大
変
ご
苦
労
さ
ま

で
し
た
。

県
大
会
に
出
場
さ
れ
る

皆
さ
ん
、
ご
活
躍
を
期
待

し
ま
す
。

2002.11 

一ぷ?
正山 中央A中央B岩谷 大谷 予子林

(黄) (赤) (桃) (青) (緑) (白)

若さでアタック 5 3 2 1 6 4 

たるころがし 3 2 4 1 6 5 

? (夫婦競技) 5 6 2 3 4 

食いしん坊万歳 6 3 2 4 5 

4 0 クロース 3 6 4 l 5 2 

300才リレー 6 3 1 2 4 5 

綱引きリーグ戦 3 5 6 2 4 

大ムカデ競争 4 3 2 6 5 

やさしく走ろう 4 2 6 4 5 

ホールインワン 6 5 5 5 2 

オールラウンドプレーヤー 6 2 5 1 3 4 

出たとこ勝負 3 5 2 6 4 

走れ竹馬 OH ! 3 4 5 2 6 

みんなでジャンプ 5 4 2 3 6 

玉入れ 競 争 5 2 l 3 6 4 

女子年齢別リレー 6 2 5 3 4 

男子年齢別リレー 6 3 2 4 5 

総 £ロ』 干~守回 点 74 58 51 34 73 71 

総 必口』 )1頂 位

*' 
4 5 6 2 3 

シニアの部 2位バドミントン成年男子初優勝



園
回
固
圏困

回
目

つ
り
は
し
川
柳
会

中
居
善
信
氏
(
小
薮
)
が

面じZ
良B51_-4

1雪;雇
を
受
賞

大
阪
に
「
川
柳
塔
」
と
い
う

川
柳
社
が
あ
り
ま
す
。
同
人
約

6
0
0
名
、
誌
友

3
1
4
0
0

名
の
中
央
誌
で
す
。
北
海
道
か

ら
沖
縄
ま
で
の
柳
友
が
投
句
を

し
て
い
ま
す
が
、
平
成

U
年
度

年
間
賞
「
路
郎
賞
」
を
中
居
さ

ん
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

※
路
郎
賞
は
「
麻
生
路
郎
」
を

記
念
し
て
つ
く
ら
れ
た
賞

柳

歴
昭
和
必
年つ

り
は
し
川
柳
会
結
成

平
成

6
年
7
月

川

柳

塔

入

会

平
成

8
年

8
月

つ
り
は
し
川
柳
会
会
長

平

成

ロ

年

川

柳

塔

同

人

昭
和
位
年
、
宮
尾
み
の
り
さ

ん
達
と
、
そ
れ
は
そ
れ
は
小
さ

な
町
に
小
さ
な
川
柳
会
「
つ
り

は
し
川
柳
会
」
を
結
成
し
た
。

そ
れ
か
ら
鈎
有
余
年
が
過
ぎ
た
、

柳
誌
も

3
7
0
号
を
数
え
る
。

私
は
会
員
に
「
川
柳
は
叫
び

で
あ
る
、
句
は
平
明
が
い
い
、

句
の
中
に
自
分
が
居
る
か
」
等

と
繰
り
返
し
繰
り
返
し
い
っ
て

い
る
。
そ
し
て
今
回
そ
の
事
が

認
め
ら
れ
た
気
が
す
る
。
そ
れ

が
一
番
う
れ
し
い
。

一
匹
に
な
れ
ぬ
弱
さ
を
持
っ
て
い
る

真

っ

直

ぐ

な

一

本

道

を

歩

い

て

る

役

岩

だ

ど

言

わ

れ

た

事

の

あ

る

素

顔

人
を
恋
う
し
と
し
と
雨
の
故
障
る
夜
に

湧

き

水

が

あ

る

か

ら

僕

は

こ

こ

で

往

む

ろ

古

溝

過

し

た

ら

僕

の

長

所

が

消

え

ち

ま

う

覇

気

の

な

い

僕

を

丸

い

ど

言

っ

て

い

る

た

っ

た

一

夜

舞

う

た

死

骸

が

落

ち

て

い

る

“文学の香りに

ふれる旅一白研修"「
名
前
の
な
い
会
」
な
ど

と
ふ
ざ
け
た
名
前
で
産
声
を

上
げ
た
正
山
読
書
会
。
消
え

て
し
ま
い
そ
う
に
な
り
な
が

ら
も
、
何
と
か
日
回
の
集
ま

り
を
持
ち
、

9
月
に
め
で
た

く
満
1
歳
を
迎
え
ま
し
た
。

そ
れ
を
記
念
し
て
「
尾
道
、

文
学
の
香
り
に
ふ
れ
る
旅
」

な
る
、
日
帰
り
ツ
ア
ー
を
敢

行
い
た
し
ま
し
た
。
メ
ン
バ

ー
9
人
中
、
尾
道
経
験
者
は

ゼ
ロ
!
旗
の
な
い
お
上
り
さ

ん
集
団
が
地
図
を
片
手
に
右

往
左
往
。
そ
れ
で
も
何
と
か

「
文
学
の
こ
み
ち
」
を
歩
き

下
り
、
桜
で
名
高
い
千
光
寺

に
到
着
。
お
守
り
売
り
の
お

ば
ち
ゃ
ん
の
「
良
縁
」
と
い

う
言
葉
に
敏
感
に
反
応
し
て

し
ま
う
独
身
会
員
あ
り
、
ど

う
か
ボ
ケ
ま
せ
ん
よ
う
に
と
、

本
堂
の
弘
法
大
師
様
に
手
を

合
わ
せ
る
会
員
あ
り
。
そ
れ

ぞ
れ
の
思
い
を
包
み
込
む
よ

う
に
、
優
し
い
雨
が
そ
ぼ
降

る
坂
の
町
、
尾
道
。
う
ー
ん
、

一
句
浮
か
ん
で
き
そ
う
・
:
さ

す
が
文
学
の
町
。
「
写
真
撮

る
な
ら
前
も
っ
て
言
わ
ん
か

!
い
!
」
無
愛
想
な
お
ば
ち

ゃ
ん
に
怒
っ
か
れ
つ
つ
畷
っ

た
尾
道
ラ
ー
メ
ン
の
昧
:
・
。

現
在
「
S
R
C」
(ω
『

g
g

阿
佐
包

E
m
C
Cず
)
と
改
名
し
、

本
好
き
な
方
、
そ
う
で
な
い

方
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

文学の香りにふれる街歩き“尾道"にて

春
に
は
、
鹿
島
ヘ
地
区
の

人
た
ち
が
お
弁
当
を
持
つ
て

の
花
見
、
夏
に
は
、
川
、
池
、

海
で
水
泳
、
秋
に
は
祭
り
、

冬
に
は
、
亥
の
子
、
た
き
火

と
焼
き
芋
等
折
り
に
ふ
れ
懐

か
し
い
想
い
が
浮
か
ぶ
ふ
る

さ
と
、
そ
の
中
で
も
特
に
祭

り
の
想
い
は
強
い
。

毎
年
、
金
木
犀
の
香
り
が

漂
う
と
ふ
る
さ
と
の
祭
り
を

思
い
出
す
。
お
祭
り
の

1
週
間
前
か
ら

地
区
ご
と
に
夜
、
各
集
会
所
ヘ
集
ま
り
、

鐘
と
太
鼓
の
練
習
や
だ
ん
じ
り
の
笹
に

付
け
る
旗
(
半
紙
を

4
つ
に
切
り
、
中

に
芋
版
の
日
の
丸
)
を
作
っ
た
り
す
る
。

ま
た
、
日
の
丸
の
旗
を
笹
に
く
く
り
つ

け
る
た
め
の
こ
よ
り
を
授
業
中
、
先
生

の
目
を
盗
み
机
の
下
で
こ
っ
そ
り
作
っ

た
り
し
た
こ
と
、
鐘
や
太
鼓
の
音
、
暗

閣
の
中
に
提
灯
に
火
を
点
け
た
、
だ
ん
じ

り
が
数
台
並
ん
だ
光
景
等
が
今
で
も
耳

に
険
に
残
っ
て
い
る
。

高
校
3
年
生
の
時
は
、
松
山
の
友
達

が
泊
ま
り
に
来
て
、
夜
、
早
朝
と
祭
り

に
参
加
し
、
中
間
テ
ス
ト
の

8
科
目
中
、

4
科
目
赤
点

(ω
点
以
下
)
を
取
っ
た
。

教
員
1
年
目
の
時
は
、
金
木
犀
の
香

り
に
た
ま
ら
な
く
な
り
学
校
を
休
ん
で

北
条
ヘ
帰
っ
た
。

ふ
る
さ
と
は
い
く
つ
に
な
っ
て
も
良

い
も
の
、
だ
。

今
の
子
は
、
テ
レ
ビ
、
ゲ

l
ム
等
家

の
中
で
過
ご
す
時
間
が
多
く
な
っ
た
。

肱
川
の
子
に
は
、
肱
川
の
良
さ
、
良

い
思
い
出
を
多
く
つ
く
っ
て
、
い
つ
ま

で
も
ふ
る
さ
と
肱
川
を
愛
す
る
人
に
育

っ
て
欲
し
い
。

ゆファインダー
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子どもが家で身につけたことは
生涯g.:っと生き続ける

子どもを不幸にしたいなら、
何でも買ってあげればいい。

安易にモノを買い与え過ぎると、子どもは欲しい
モノを手に入れるために努力したり、我慢したり、
工夫したりすることができなくなります。そして、

やたらとモノを欲しがり、自分の気持ちを抑えられ

なくなってしまいます。
ブランド品や携帯電話など、友達も持っているか

らなどといった理由で安易に買い与えないようにし
ましょう 。欲しいと言ったら、なぜそれが必要なの

か親子でよく話し合ってください。子どもを思うな
ら、お金より、心や愛情を使い、親子の関係を深め
ましょう 。

ルールって
だれのためにあるんだろう。

子どもたちは、家庭で、のルールや約束を守ったり

破ったりしながら、人との関係の在り方や社会のル
ールの大切さを学んで、いきます。

家庭のルールには、あいさつ、家に帰る時間、寝

る時間などの生活上のルールもあれば、他人に迷惑

をかけない、うそをつかないなどといった道徳上の

ルールもあります。
しつけに一貫性をもたせ、しっかりと身につけさ

せるためにも、はっきりしたルールをつくり、親も

それを守りましょう 。また、子どもの意見を聞いて
子どもとともに一緒にルールをつくるという姿勢も

大切です。

我が家の生活の約束事やルールをつくる 子どもに我慢を覚えさせる

肱JIIEI!J体験活動・ボランティア活動

支援センターの活動内容

ボランティアリーダ一等の登録

活動団体の登録

受入れ施設の登録

体験活動・
ボランティア
バンクを

設置します。

市町村、各種機関が行う活動や

事業等の情報を収集し提供

各種団体やボランティアグループ

等が行う活動の情報収集や紹介

情報収集と

提供を
行います。

各教育事務所や市町村体験活

動・ボランティア活動支援セン

ターとの連絡調整

関係機関との
連絡調整を

行います。

み
ん
な
の
幸
せ
を
願
っ
て

正
山
小
学
校

2
か
月
ほ
ど
前
の
こ
と
で
す

が
、
今
で
も
ず
っ
と
心
に
残
っ
て

い
る
新
聞
の
記
事
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
次
の
よ
う
な
内
容

の
も
の
で
す
。

入
学
し
て
閏
も
な
い
中
学
1

年
生
の
男
の
子
が
登
校
途
中
に

事
故
に
遭
い
、
亡
く
な
り
ま
し

た
。
そ
の
男
の
子
の
友
達
数
人

が
毎
日
、
事
故
現
場
の
お
地
蔵

様
の
花
と
水
を
取
り
替
え
て
い

ま
し
た
。

「
こ
こ
で
何
か
を
す
れ
ば
、
0

0
君
に
会
え
る
よ
う
な
気
が
す

教
諭

河
内

体験活動-ボランティア活動に関する

広域的なご相談に応じます。

桂
子

支援センターでは…

『共に生きる住みよい地域づくりJ

く〉 社会教育と学校教育を通じた青少年の奉仕活動・体験

活動やボランティア活動を支援します。

-学校内外を通じた子どもの奉仕活動・体験活動等の事例提供

.体験活動ボランティア活動に関するイベントや行事の紹介

.体験活動ボランテ ィア活動コーディネー ターの養成

体験活動やボランティア活動の情報を収集し提供します。く〉

|…餓.||肱川町体験活動・ボランティア支援センター(肱川町公民館内111
TEL 34-2307 FAX 34-2878 I 

2002.11 

少
年
達
の
心
優
し
い
気
持
ち
と
、

そ
れ
に
心
を
打
た
れ
た
地
域
の

人
達
の
思
い
が
一
つ
に
な
っ
て

生
ま
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
感
動
し
、
心
が
温
か
く
な
り

ま
し
た
。

先
日
も
毎
日
、土
手
の
草
引
き

を
し
て
お
ら
れ
る
ご
夫
婦
の
こ

と
が
新
聞
に
載
っ
て
い
ま
し
た
。

私
自
身
、
自
分
の
生
活
を
振

り
返
っ
て
み
て
、
こ
の
少
年
達

の
よ
う
に
自
然
な
優
し
さ
を
も

っ
て
、
心
か
ら
人
に
接
し
た
こ

と
が
あ
る
だ
ろ
う
か
と
、
反
省

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
ど
う
生
き
た
ら
い

い
の
か
、
し
っ
か
り
と
考
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

る。」
と
言
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

少
年
達
と
そ
の
男
の
子
は
、

本
当
に
仲
の
良
い
友
達
だ
っ
た

の
で
し
ょ
う
。
突
然
の
事
故
で

友
を
失
っ
た
悲
し
み
は
、
ど
ん

な
に
深
い
も
の
だ
っ
た
か
。

少
年
達
の
行
い
を
毎
日
見
て

い
た
地
域
の
人
達
が
、
い
つ
か

ら
か
一
緒
に
手
伝
う
よ
う
に
な

り
、
今
で
は
、
み
ん
な
で
周
辺

の
掃
除
を
す
る
活
動
へ
と
広
が

っ
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

私
は
、
こ
の
記
事
を
読
ん
で
、



風をおこして~

青年団だより〈青
年
団
の
活
動
〉

我
ら
が
青
年
団
は
、
町
民

運
動
会
準
備
係
と
し
て
参
加

し
ま
し
た
日
(
毎
年
恒
例
と

な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
)

そ
ん
な
こ
ん
な
で
、
今
回

は
町
民
運
動
会
の
な
か
で
も

準
備
係
を
中
心
と
し
た

A
S

U
K
A
に
な
っ
て
い
ま
す
。

少
し
変
わ
っ
た
形
に
な
り
ま

し
た
が
、
楽
し
ん
で
読
ん
で

く
だ
さ
い
。

第42回町民運動会結果

優勝正山分館

準優勝大谷分館

3 位予子林分館.~~ 

.. ~#.--恥川弘
付'匂何言

今
年
も
、
恒
例
の
町
民
運

動
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
僕

の
担
当
は
、
今
年
も
準
備
係

で
し
た
。

朝
、
簡
単
な
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
は
し
た
も
の
の
・
・・
い
ざ
競

技
が
始
ま
る
と
、
と
て
も
忙

し
く
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
言
わ

れ
た
事
も
す
っ
か
り
忘
れ
て

い
た
よ
う
な
・・・
お
昼
に
少
し

雨
、が
ふ
っ
た
け
ど
、
無
事
に

終
わ
っ
て
一
安
心
。

準
備
係
の
皆
さ
ん
、
お
つ

か
れ
さ
ま
で
し
た
。
恵
三

町
民
運
動
会
で
ス
タ
ー
に

な
っ
て
や
る
ぞ
日
と
思
い
、

こ
の
日
を
迎
え
た
わ
け
で
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
気
持
ち

ば
か
り
が
先
走
り
、
体
が
思

う
よ
う
に
動
き
ま
せ
ん
。
普

段
か
ら
何
か
一
つ
は
ス
ポ
ー

ツ
で
も
し
て
、
基
礎
体
力
を

し
っ
か
り
つ
け
て
お
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
で
す
ね
。

私
に
と
っ
て
数
年
ぶ
り
の

運
動
会
、
初
め
て
の
準
備
係
、

途
中
か
ら
降
り
だ
す
雨
。
心

に
残
る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

よ
し
、
来
年
も
頑
張
る
ぞ
日典

弘

今
年
も
去
年
に
引
き
続

き
、
記
録
係
と
し
て
お
手
伝

い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
天
候
は
あ
い
に
く
の
曇

り
で
、
お
昼
前
に
は
ド
シ
ヤ

降
り
・
:
。
で
も
「お
昼
か
ら
は

少
し
も
ち
な
お
し
、
最
後
ま

で
競
技
す
る
こ
と
が
で
き
て

よ
か
っ
た
で
す
。
途
中
で
雨

は
降
り
ま
し
た
が
、
楽
し
い

運
動
会
に
な
っ
た
と
思
い
ま

す
。
選
手
の
皆
さ
ん
、
ス
タ

ッ
フ
の
皆
さ
ん
お
疲
れ
さ
ま

で

し

た

。

キ

ヨ

ミ

今回、裏方として活躍した皆さんです!!

お昼前には大雨に・

でも午後の部には天気は回復!!

今
回
の

A
S
U
K
A

は
、
い
か
が
だ
っ
た
で
し

ょ
う
か
。

今
月
号
は
、
町
民
運
動

会
の
様
子
に
つ
い
て
特
集

を
組
ん
で
み
ま
し
た
。
町

民
の
方
々
も
た
く
さ
ん
参

加
し
て
い
た
だ
い
て
、
と

て
も
に
ぎ
や
か
な
運
動
会

に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

朝
晩
ま
す
ま
す
寒
く
な

っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

か
ぜ
を
ひ
か
ぬ
よ
う
元
気

に
す
ご
し
ま
し
ょ
う
日

191公民館報



第4'2固町民運動会

の館八
刀
草
一
口

h

〈
口
白
旦

大
手

(

選

ん
い

さ

強

げ
重

力

付直
わ

I
l

M
樽 住民みんなが参加して地域の受流と親睦を…

足を合わせて、 1・2! 1・2! 
あ-押さないで (+0+)

[8i小学生冠蚕一

どうだ見たか!このバチさば‘き。

ジャンケン!

ポ~イ 1

勝った1そ
負けた¥'? 

それとも二。

あい<-~ ~ 
夫婦の息ぴったりの見せどころ

ふうせん挟んで、せ~の.

さあ一、いつでも来い

16チームが参加し、

昨年 2位の「アウトローズjが優勝

19 Iオールラウンドプレーヤー

ど一見た!私のナイスドリブル。

5番?6番?7番7どの旗をお探しですか…。

やさしく走るどころか、

なぜかエンジン全開だ一。



21' I広報ひじかわ 236-5

子どもの頃を思い出して加速する!

ホールインワン
めざして…。

正山分館が3年ぶりに優勝

「あれ!?
まだ残ってる?J 

たくさんプレゼントを入れすぎて、

うまく積めないな"""__o

そーれ!みんな力を入れて引っ張れ-。



@
縫
働
総
選
妙

県
社
会
福
祉
大
会
参
加

-第
印
固
愛
媛
県
社
会
福
祉

大
会
が

ω月
け
目
、
愛
媛
県

民
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
、

当
町
か
ら
も
民
生
委
員
等
氾

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

近
年
に
お
け
る
社
会
福
祉

の
理
念
は
、
「
個
人
が
人
と

し
て
尊
厳
を
持
っ
て
家
庭
や

地
域
の
中
で
、
障
害
の
有
無

や
年
齢
に
か
か
わ
ら
ず
、
安

定
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う

自
立
支
援
す
る
こ
と
」
を
基

本
姿
勢
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
住
民
の

主
体
的
参
加
を
基
本
と
す
る

「
地
域
福
祉
活
動
」
の
果
た

す
べ
き
役
割
が
一
一
層
求
め
ら

れ
る
と
と
も
に
、
市
町
村
合

併
の
動
き
に
よ
り
「
地
域
」

そ
の
も
の
の
概
念
が
大
き
く

転
換
す
る
中
で
、
官
民
一
体

と
な
っ
た
地
域
福
祉
の
充
実

が
求
め
ら
れ
る
、
大
変
重
要

な
転
換
期
を
迎
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
地
域
福
祉
の
理

念
を
〈
王
て
の
人
と
共
有
す
る

た
め
に
は
、
利
用
者
の
権
利

擁
護
や
苦
情
解
決
、
サ
ー
ビ

ス
評
価
を
は
じ
め
、
地
域
性

に
応
じ
た
「
地
域
自
立
支
援

シ
ス
テ
ム
」
の
構
築
が
急
が

れ
て
お
り
、
福
祉
関
係
者
は
、

こ
う
し
た
福
祉
の
町
づ
く
り

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
活

力
と
個
性
の
あ
る
地
域
づ
く

り
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
共
通

認
識
と
し
て
、
福
祉
・保
健
・

医
療
等
関
係
者
の
理
解
と
連

携
を
促
進
し
、
県
民
の
福
祉

向
上
に
資
す
る
こ
と
を
目
的

嘉町 かあ収せて ザら 協Edコ当義h EE .圃..'
ιー

芳

震ますにし次 τ，otr 、
たし 誠。 活用 F5 方Uの

様様 にさか

と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
日
頃
か
ら
積

極
的
に
福
祉
活
動
を
さ
れ
て

い
る
個
人
、
グ
ル
ー
プ
等
に

対
し
県
知
事
、
県
社
協
会
長
、

県
共
同
募
金
会
長
か
ら
表
彰

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

午
後
か
ら
は
記
念
講
演
と
し

て
、
落
語
家
の
桂
文
喬
氏
が

「
地
域
福
祉
は
笑
顔
の
輪
か

ら
」
と
題
し
て
お
話
が
あ
り
、

桂
さ
ん
の
変
幼
自
在
の
語
り

口
で
笑
い
も
あ
り
大
変
楽
し

い
講
演
で
し
た
。

最
後
に
大
会
宣
言
を
決
議

し
て
閉
会
い
た
し
ま
し
た
。

介
護
の
豆
知
識

-
着
替
え
の
し
か
た
・

清
潔
で
着
心
地
の
よ
い
ね
ま
き
は
気
持
ち
が
よ
く
、
心
が

慰
め
ら
れ
ま
す
。
汚
れ
た
ら
こ
ま
め
に
着
替
え
を
し
ま
し
ょ

」つ。-
ね
ま
き
の
場
合

①
き
れ
い
な
着

物
の
袖
に
腕
を

通
し
、
手
前
側

半
分
を
着
せ
替

え
る
。

②
汚
れ
た
着
物

を
背
中
の
下
に

押
し
入
れ
る
。

③
お
と
し
よ
り

を

仰

臥

位

に

し
、
背
中
の
下

か
ら
汚
れ
た
着

物
を
と
り
除
く
。

④

ひ

も

を

結

-
着
替
え
る
と
き
の
ポ
イ
ン
ト
.

-
痛
み
や
マ
ヒ
が
あ
る
と
き
は
注
意
し
て

着
せ
る
と
き
は
痛
み
や
マ
ヒ
の
あ
る
側
か
ら
、
脱
が
す
と

き
は
自
由
が
き
く
側
か
ら
。

-
腕
を
通
す
と
き
、
抜
く
と
き

手
首
、
ひ
じ
、
関
節
を
も
っ
て
行
う
と
ス
ム
ー
ズ
に
い
き

ま
す
。

直
部
屋
の
温
度
に
注
意
し
て

特
に
冬
な
ど
は
寒
い
と
着
替
え
た
が
ら
な
い
場
合
が
あ
る

の
で
、
脱
い
で
も
寒
く
な
い
室
温
に
し
ま
し
ょ
う
。



、85a@ZBG9之~~、
保 健衛生 保健センター n34-2340

種別 日(曜) 4ラ 事 場 pfi 日寺 間

成 4 (水)介護者教室 保健センター 13 : 30"'15・00

人

11 (水)元気印教室 肱川町公民館 10・00"'14: 00 

保

健 16 (月)リハビリ教室 保健センタ- 13 ・ 00~16: 00 

母
5 (木)=種混合予防接種 保健センタ- 13 : 30'"↑4: 00 

子

保

健
26休)=種混合予防接種 保健センタ- 13 : 30"'14 : 00 

燃やせないごみ

【収集日] 12月16日(月)

*前日までに指定の場所ヘ

川
山

野
森
尾

鹿

上

野

下
・
月
区

栗
・
地

野
重
越
谷

八
の
岩

]

中

・

見

・

区

区
・
川
・
区
地

地

和

野

造

地

林

集

鹿

山

子

収
大
上
京
正
予

古紙収集日

12月21日(土)

*朝7時までに

指定の場所ヘ

犬と猫の引取日

12月3日(火) • 17日(火)
*朝 9時までに役場ヘ連れ

てきてください。

231広報ひじかわ 236号

行事予定表
2 (月)選挙管理委員会

7仕)道の駅1周年記念イぺン卜 ("'8日)

8 (日)駅伝・マラソン大会

13⑥定例部落長会

15 (日)町職員採用試験

18 (水)町議会12月定例会 ("-'19日)

25 (水)税金等出張受入れ

25 (水)消防団年末警戒 (""-'29日)

行 政相談

[日時1
12月5日(木)

午後 1時30分""-'4時30分

【場所]公民館青年室

[相談員]福田 保

12月の当直医

日(曜) 病院名 電話番号

1 (日)菊 原 外 科 医 院 24-4646 

石村整形医院 23-5767 
一 8 (日)

米川 医院 52-0165 

15 (日)郷緒小児科医院 24-3936 

22 (日)村上医院 24-2346 
般

23 (月)久保医院 25-0158 

29 (日)=j頼医院 26-0003 

月.j(市立大洲病院 24-2151 

事支 水 加戸病院 24-5101 

急 木 大別|記念病院 25-2022 

金~日 大 洲 中 央 病 院 24-4551 

*一般の当直医は変更になる場合がありますので
あらかじめ、連絡してからお出かけくださし1。

社会保険一日出張相談所

大洲商士会議所

12月5日(木)• 18日(水)

内子町商工会

12月6日(金) • 19日(木)

慶弔

. おすこやかに .
あおい

9/20 宮尾 碧ちゃん(下嵯峨谷)

. おしあわせに ・

(和田車也さん(道野尾)

河野 咲さん(宇和島市)

. やすらかに ・

山口 イチさん (40歳・八重来)

中岡道幸さん (64歳・嘉 城)

保・山本百千悪 j柊丸高佼さん (67歳・影 地)

土居ノ、ルエさん (75歳・小 薮)

松浦コスヱさん (89歳・ 町 ) 

心配ごと相談

12月5日(木)

[相談員}福田

12月20日(金)

[相談員]山本節子-兵頭達行

[時間]午後 1時30分------4時30分

【場所]公民館青年室



飛
野
虎
生
さ
ん
(
中
居
谷
)
方
で
は
、
恵

子
の
弘
幸
さ
ん
が
平
成
2
年
に
家
の
横
に
植

え
た
1
3
0
0
本
の
杉
が
順
調
に
育
っ
て
い

ま
す
。こ

の
杉
は
、
セ
ン
ゾ
ク
シ
パ
ハ
ラ
と
い
う

品
種
で
、
和
風
住
宅
の
軒
や
天
井
樟
な
ど
に

飾
り
と
し
て
使
わ
れ
る
海
布
丸
太
用
の
木
材

で
す
。
中
心
が
真
ん
中
に
あ
り
、
ま
ん
丸
で

ま
っ
す
ぐ
に
伸
び
る
の
が
特
徴
で
す
。
こ
れ

は
、
種
を
ま
く
実
生
苗
で
は
な
く
挿
し
木
で

育
成
す
る
た
め
で
、
均
一
で
ま
っ
す
ぐ
に
伸

び
る
親
木
の
性
質
を
そ
の
ま
ま
受
け
継
い
で

い
ま
す
。

杉
は
通
常
、

1
1百
メ
ー
ト
ル
間
隔
で
植

え
ま
す
が
、
こ
の
百
は
叩
セ
ン
チ
間
隔
で
千

鳥
植
え
に
し
て
い
ま
す
。
枝
打
ち
を
年
2
固

も
し
て
い
る
た
め
生
長
が
遅
<
、
普
通
旧
年

く
ら
い
で
伐
採
で
き
る
の
で
す
が
、
同
年
目

ぐ
ら
い
に
な
る
そ
う
で
す
。

ャ可

自然の中でのびのひ、と
400羽のキジを放鳥 ' 

予
子
林
地
区
と
岩
谷
地
区
に
叩
月
白
日
、
約

4
0
0
羽
の
キ
ジ
を
放
ち
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
愛
媛
県
鳥
獣
保
護
事
業
計
画
に
基

づ
き
、
予
子
林
地
区
と
岩
谷
地
区
の
一
部
、
が
休

猟
区
に
設
定
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
生
恵
数
の

減
少
し
て
い
る
キ
ジ
の
繁
殖
を
目
的
と
し
て
実

施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

平
飼
い
さ
れ
て
い
た
た
め
木
に
留
ま
る
こ
と

に
馴
れ
て
お
ら
ず
、
木
に
留
ま
ろ
う
と
し
て
木

か
ら
落
ち
る
キ
ジ
も
い
ま
し
た
。

今
回
放
た
れ
た
キ
ジ
が
山
の
中
で
家
族
を
作

り
、
ケ
ー
ン
と
い
う
鳴
き
声
が
里
の
方
ま
で
聞

庁
こ
え
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。
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予
子
林
地
区
に
キ
ジ
を
放
つ
県
林
業
課
職
員

圃
園
圃
園
間
醐
闘
醐
轍
網
棚

圃・・・・・・・・・・圃・・・・・・圃・間
調悶悶翻制
限劃殴・・
・閉印刷川

園
圃
闘
時
離
蘭

閥
酬
酬
副
・
・
・
圃圃
園
細
川
畑
胤
削
明
J
v川内
四

間
幽
翻
圃
圃
園
田
闘

F
開
制
和掛
踊
伊
間
賠

…
的
四
百
露
支
窃
静

口
か
ら
次
々
と
7
匹
ず
つ

ド

マ
ム
シ
は
奇
数
に
し
か
子
ど
も
を
生

hl
-
t
r

・-v

h
-R
J一

戸

J
JM
ま
な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
和
気
一

af
va男
さ
ん
(
上
敷
水
)
は

8
5
2
9

け

…

¥

月
7
日
に
風
峠
と
下
敷
水
で
マ
ム
シ
を

川

…
捕
ま
え
ま
し
た
が
、
そ
の
2
匹
が
5
日
後
と

3
日
後
に

ク

H

そ
れ
ぞ
れ

7
匹
、ず
つ
の
子
ど
も
を
生
み
ま
し
た
。
ま
ず
、

ペ
、ゾ

一
ン

…
1
匹
目
が
口
か
ら
出
た
の
で
見
て
い
る
と
、
次
々
に
口

ん
いい

…
か
ら
飛
び
出
し
た
そ
う
で
す
。
毎
年
、
草
刈
り
中
に
約

一
一わ

…
却
匹
は
マ
ム
シ
を
捕
っ
て
い
る
和
気
さ
ん
で
も
こ
ん
な

一
び

…
こ
と
は
初
め
て
と
か
。
生
ま
れ
て
か
ら
水
だ
け
の
栄
養

引

…
で
す
が
、
今
で
は
倍
以
上
の
大
き
さ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一二

1
力
月
ほ
ど
後
に
焼
酎
に
漬
け
る
と
、
健
康
に
い
い

日
と
い
う
ハ
メ
焼
酎
が
出
来
上
が
り
ま
す
。

両端の親マムシから7匹ずつ生まれた子マムシ

。肱川町ホームページアドレス:hUp://www.town.hijikawa.ehime.jp 

O // ( iモード対応) : http://www.town.hijikawa.ehime.jp/i/ 
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